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ひとこと

慶野松原が有名な海岸が
近くにある学校です。生
徒たちは元気さと明るさ
でいっぱいです。

使用するICT機器・準備物

  学校内のICT環境，活用実態

 本校は，２０２１年度より市内全校で本格
的に導入された iPad による １ 人１台端末が
ある。授業を行う先生方にも１人１台分整
備されているため，多くの教科で授業の中
に自然と導入することができている。先生
方は様々な授業実践の中で，「文房具のよう
な使い方」ができるような利用法を求めて，
日々授業研究に努めている。また，２学期
には電子黒板やプロジェクターの整備もさ
れ，普通教室内で容易に iPad を利用したり，
画面を共有したりするなど活用方法も多岐
にわたる。多くの先生方の協力のもと，実
践内容を蓄積している最中である。

生徒達は，２０２１年度より導入された
iPad，デジタル教科書など，上記で挙げた
ICT 機器を用いて学習に取り組んでいる。
２０２１年度は，試験的に導入された学習者

用デジタル教科書（理科）を用い，生徒が
豊富なコンテンツを身近に体験することが
でき，思考の過程を可視化することで，深
い学びへの実現に向けて努力している。従
来は，黒板やプロジェクターの画面を通し
て見ていたものを，自分の手元で，自分の
ペースで進めることができるのも，学習者
用デジタル教科書のよさである。そこで，
理科の授業においては紙媒体・デジタル教
科書の両方を用いることができるように各
自に選択させている。紙媒体のものであっ
ても，QR コードによるデジタルコンテンツ
の表示が可能であるため，学校での実験が
再現できないものや，基礎的な実験道具の
使い方については，これらを閲覧し，実験
技能の向上につながるようにしている。

デジタル教材 学習者用デジタル教科書・教材セット，
学習支援ソフト（MetaMoji ClassRoom）

使 用 端 末 1人1台使用 （iPad OS）

そ の 他 機 器 チューナー（メトロノームの代わり），
モノコード

指導者

学習者

デジタル教材 指導者用デジタル教科書（教材），
学習支援ソフト（MetaMoji ClassRoom）

使 用 端 末 iPad OS

そ の 他 機 器 電子黒板，プロジェクター，ホワイト
ボード（教室），大型モニター（理科室）

中学校

１年 ［エネルギー］音による現象



授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

２時間目
導 入

■本時の始まりは簡単な確認を行い，運動場へ移動，
実験を行った。

■タブレット端末とチューナー（メトロノームの代わ
り）を利用し，音速の測定を行う。（１拍のずれが
生じる距離を測定）

■計算については，デジタル教科書の電卓機能を用い，
計算の手順を簡略化する。

（教科書の内容としては，p.232 ためしてみよう）

事前に実験の手順について確認す
ることにより，本時で実験や考察
を行う時間を確保した。

チューナー２台を用意し，チュー
ナーどうしの距離を離していった
ときに生じる時間差によって，音
にずれが生じることを体感させる。

運動場にて，あらゆる方向にチュー
ナーを移動させても，音のずれが
同じように聞こえることから，波
の性質（同心円状に伝わること）
にも触れる。

２時間目
展 開

■教室に戻り，チューナーの音がなぜずれるのかについ
て，班で話し合う。

■考えを投影したMetaMoji ClassRoomをもとに意見の
　共有と発表を行う。

発表したものを投影し，説明がわ
かりやすくなるようにする。

２時間目
まとめ

■今日のわかったことを振り返りに記入する。
→ 音は遠くにいくほど遅く聞こえる。そのため，音に
　 は有限の速度が存在することを理解させる。

■わからないことについては，質問として残し，次時の
　解説に繋げる。

めあてとそれに対する自己評価を
記入する。

３時間目
導 入

■前時の復習（音がずれる理由を再確認）を行う。
→ 距離が遠くなるほど，音が聞こえるのが遅くなるこ
　 と，それを繰り返すと再び１拍がそろう場所が出て
　 くることを確かめさせる。

前時の授業での発表を前に提示す
る。
※前回の授業の様子を提示する。

３時間目
展 開

■学習用デジタル教科書（p.232 ためしてみよう）を
用いて，花火の映像を見ながら，音速が実験のデー
タと整合性があるかを確かめる（花火の映像，教科
書のストップウォッチ）。

花火の光った瞬間から，音が鳴る
までの時間を３回分測定し，その
平均をもとめさせる。

平均の求め方，速度の求め方につ
いては，個別で指導を行う。

３時間目
まとめ

■音速を用いて，教科書の＜活用してみよう＞の問題
やワークに取り組み，計算の練習を行う。

■本時の振り返りを行う。

授業の展開　　  未来へひろがるサイエンス１　教科書 p.２３２〜p.２３７  ２〜４時間目／５時間中

MetaMoji ClassRoom

MetaMoji ClassRoom

学習者用タブレット端末
▶

▶

電子黒板
▶

大型モニター

▶

▶

学習者用デジタル教科書
▶

学習者用タブレット端末
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  生徒の反応， 実践の手ごたえ

NHK の科学実験のコーナーの映像や花火
の映像など，これまでは提示用として教師が
用いていたものを，各自の生徒がそれぞれで
確かめることができるようになった。このこ
とから，それぞれの班で（上手く聞き取れな
かった場合に）再生が必要な生徒がもう一度
聞き直したり，手作業で計算を行ったりする
手間が省けるなど，手元にコンテンツがある
ことで，進捗状況の違う生徒のペースに合わ
せることができ，個々の理解につながったと
考えられる。また，オシロスコープが提示用

としてではなく，自分で実験を行ったことに
より，どのような音のときにオシロスコープ
の波形が変化するかということを直接確認す
ることができ，実験道具が不足する中でかな
り重宝した。

これらのことから，目で確認することがで
きない現象について，デジタルコンテンツを
用いることで，生徒が想像しやすくなったこ
とがわかった。また，音速と距離に関するこ
とも，実際に体験するなかで実感を持った理
解ができるようになったと考えられる。

授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

４時間目
導 入

■モノコードを用いて，音の高さ，大きさを変えるた
めにはどのような方法があるかを調べる。 実験方法を教科書で確認させる。

実験方法を拡大したものを提示
する。

４時間目
展 開

■デジタル教科書にあるモノコードのコンテンツ（p.234
実験）を用い，オシロスコープによる波形とモノコー
ドの音の変化との関係を調べる。（ことじの位置の
変化，はじく強さ，弦の張り方の３つをそれぞれ変
更することが可能である。）

生徒それぞれで音の変化とオシロ
スコープの波形の変化を観察させ
る。
基準となる音の波形を先にワーク
シートに写し，１つだけ条件を変
化させる。

オシロスコープの波形と変化を見
比べ，大きさ（振幅）と高さ（周波
数）の関係について触れる。

４時間目
まとめ

■本時のわかったことについて振り返りを行う。
→ 音の大きさは振幅の変化（モノコードの弦の引っ張
り方）で，音の高さは振動数の変化（モノコードでは
弦の種類やことじの位置の変化）表すことができる。

学習者用デジタル教科書

大型モニター

▶

指導者用デジタル教科書

▶

学習者用デジタル教科書

大型モニター
指導者用デジタル教科書

▶

▶

学習者用タブレット端末

機器・教材



教師が使い方をマスターするよりも，子供
たちのほうが使い方をマスターするのが早く，
教師よりも新しいことを見つけることも（良
い意味でも悪い意味でも）ある。そのため，
授業規律とのバランスを取る必要がある。ルー
ル面の運用も同時に考えていくことが大切で

ある。また，タブレット端末を持ち帰る中で，
紙面の教科書をながめるよりも教科書の内容
に関連したコンテンツを自ら発掘することに
もつながるため，「理科嫌い」が少なくなる一
つのきっかけになればと考える。

  その他

デジタル教科書が手元にある状態で，子供
たちがいつでも興味のあるコンテンツをさわ
ることができるのが，学習者用デジタル教科
書の最大のメリットである。今後，全教科で
デジタル教科書が導入された際に，身近でな
い現象を理解することにもつながる。実験に
おいても，これまで教師が教卓で説明をして
いたことと比較すると，子供たち自身の理解
に合わせて，手元で何度も再生できる動画が
あると，個々に応じた理解につながることも

わかった。今回実践した単元にはなかったが，
計算が関わる単元には，簡単な演習問題があ
る。それを活用することで，計算の練習をデ
ジタル教科書上で行うことも可能である。本
単元においても，音速や周波数に関する計算
問題があってもよいと考える。また，実験の
様子の映像があると，準備や実験方法につい
て子供たち自身で確認することができるため，
デジタル教科書の強みとして，コンテンツを
さらにそろえてもらえると助かる。

  まとめ




